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１ 本調査研究の背景

今年度の「高等学校における教科指導の充実に関する調査研究」は、平成21年告示の高等学校学習

指導要領の改訂の趣旨を踏まえるとともに、各教科に求められている課題の解決を図るための教科指

導の在り方を探ることに重点を置き、国語科、地理歴史科、理科、保健体育科、商業科で実施するも

のである。

各教科で調査研究した内容を次章以降に提示するに当たり、まず、平成21年告示の高等学校学習指

導要領改訂の基本的な考え方、教育内容の主な改善事項及び学習評価の基本的な考え方について整理

する。

（１）学習指導要領改訂の基本的な考え方

平成21年告示の高等学校学習指導要領の改訂では、21世紀を生きる子どもたちの教育の充実を図

るため、「生きる力」をはぐくむという教育課程の基準全体の見直しを図った。今回の改善の方向

性は、平成20年１月の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善について」に示されている。答申では、以下の①～⑦を基本的な考え方と

して、各学校段階や各教科等にわたる学習指導要領の改善の方向性が示された。

① 改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂

② 「生きる力」という理念の共有

③ 基礎的・基本的な知識・技能の習得

④ 思考力・判断力・表現力等の育成

⑤ 確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保

⑥ 学習意欲の向上や学習習慣の確立

⑦ 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実

具体的には、①については、教育基本法が約60年振りに改正され、21世紀を切り拓く心豊かでた
ひら

くましい日本人の育成を目指すという観点から、これからの教育の新しい理念が定められたことや

学校教育法において教育基本法改正を受けて、新たに義務教育の目標が規定されるとともに、各学

校段階の目的・目標規定が改正されたことを十分に踏まえた学習指導要領改訂であることを求め

た。③については、読み・書き・計算などの基礎的・基本的な知識・技能は、例えば、小学校低・

中学年では体験的な理解や繰り返し学習を重視するなど、発達の段階に応じて徹底して習得させ、

学習の基盤を構築していくことが大切との提言がなされた。この基盤の上に、④の思考力・判断

力・表現力等をはぐくむために、観察・実験、レポートの作成、論述など、知識・技能の活用を図

る学習活動を発達の段階に応じて充実させるとともに、これらの学習活動の基盤となる言語に関す

る能力の育成のために、小学校低・中学年の国語科において音読・暗唱、漢字の読み書きなど基本

的な力を定着させた上で、各教科等において、記録、要約、説明、論述といった学習活動に取り組

む必要があると指摘した。また、⑦の豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実については、

徳育や体育の充実のほか、国語をはじめとする言語に関する能力の重視や体験活動の充実により、

他者、社会、自然・環境とかかわる中で、これらとともに生きる自分への自信をもたせる必要があ

るとの提言がなされた。

また、高等学校の教育課程の枠組みについては、高校生の興味・関心や進路等の多様性を踏まえ、

必要最低限の知識・技能と教養を確保するという「共通性」と、学校の裁量や生徒の選択の幅の拡

大という「多様性」とのバランスに配慮して改善を図る必要があることが示された。
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（２）教育内容の主な改善事項

平成21年告示の高等学校学習指導要領における教育内容の主な改善事項は以下のようである。

●言語活動の充実

・国語をはじめ各教科等で批評、論述、討論などの学習を充実した。

●理数教育の充実

・遺伝など、近年の新しい科学的知見等を踏まえ内容を充実し、統計に関する内容を数学Ｉに導入

した。

・日常生活や社会との関連を重視した改善を図った。

・数学Ｉに〔課題学習〕を導入したり、科目「理科課題研究」を新設したりするなど、知識・技

能を活用する学習や探究する学習を重視した。

●伝統や文化に関する教育の充実

・歴史教育（世界史における日本史の扱い、文化の学習を充実）、宗教に関する学習を充実した。

・古典（国語）、武道（保健体育）、伝統音楽（芸術「音楽」）、美術文化（芸術「美術」）、衣食

住の歴史や文化（家庭）に関する学習を充実した。

●道徳教育の充実

・学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育について、その全体計画を作成することを新たに規定

した。

・現代社会や特別活動において人間としての在り方生き方に関する学習を充実した。

●体験活動の充実

・ボランティア活動などの社会奉仕、就業体験を充実するとともに、職業教育において、産業現

場等における長期間の実習を取り入れることを明記した。

●外国語教育の充実

・指導する単語数を増加するとともに、授業を実際のコミュニケーションの場とするという観点

から、授業は英語で指導することを基本とするなどの改善を図った。

●職業に関する教科・科目の改善

・職業人としての規範意識や倫理観、技術の進展や環境等への配慮、地域産業を担う人材の育成

等、各種産業で求められる知識・技術等を身に付けさせる観点から科目構成や内容を改善した。
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（３）学習評価の基本的な考え方

現在、高等学校においては、学習状況を分析的にとらえる観点別学習状況の評価と総括的にとら

える評定とを、学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施している。小・中学校におい

て観点別学習状況の評価が定着していることから、高等学校段階においても、学習評価の前提とな

る指導と評価の計画や、観点に対応した生徒一人一人の学習状況を生徒や保護者に適切に伝えてい

くなど、学習評価の一層の改善が求められている。

このようなことから、高等学校においても、学校教育法や平成21年告示の高等学校学習指導要領

を踏まえ、基礎的・基本的な知識・技能に加え、思考力・判断力・表現力等主体的に学習に取り組

む態度に関する観点についても評価を行うなど、観点別学習状況の評価の実施を推進し、きめの細

かい学習指導と生徒一人一人の学習の確実な定着を図っていく必要がある。なお、高等学校におけ

る教科・科目の評価の観点は、小・中学校との連続性に配慮しつつ、平成21年告示の高等学校学習

指導要領の趣旨を踏まえ、生徒の実態に合わせて設定することが適当である。

また、学習評価は、生徒の学習状況を検証し、結果の面から教育水準の維持向上を保障する機能

を有するものである。したがって、学校が地域や生徒の実態を踏まえて設定した観点別学習状況の

評価規準や評価方法等を明示するとともに、それらに基づき学校において適切な評価を行うことな

どにより、高等学校教育の質の保障を図るものである。

平成21年告示の高等学校学習指導要領における評価の観点は、以下の囲みのように整理される。

「知識・理解」及び「技能」については、教科の特性に応じ、知識と技能に関する観点が分けて示

されていることもある。また、「思考・判断・表現」については、各教科の目標や内容を踏まえ、

当該教科において育成すべき能力にふさわしい名称とし、位置付けられている。

●「関心・意欲・態度」

各教科が対象としている学習内容に関心をもち、自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を児童

生徒が身に付けているかどうかを評価するもの。評価に当たっては、各教科が対象としている学習

内容に対する児童生徒の取組状況を通じて評価することが基本であり、例えば、授業中の挙手や発

言の回数といった表面的な状況のみに着目することにならないよう留意する必要がある。

●「思考・判断・表現」

各教科の知識・技能を活用して課題を解決すること等のために必要な思考力・判断力・表現力等

を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するもの。従来の「思考・判断」に「表現」が加えら

れた。これは、この観点に係る学習評価を、言語活動を中心とした表現に係る活動や児童生徒の作

品等と一体的に行うことを明確に示したためである。

このため、この観点を評価するに当たっては、単に文章、表や図に整理して記録するという表面

的な現象を評価するものではなく、例えば、自ら取り組む課題を多面的に考察しているか、観察・

実験の分析や解釈を通じ規則性を見いだしているかなど、基礎的・基本的な知識・技能を活用しつ

つ、各教科の内容等に即して思考・判断したことを、記録、要約、説明、論述、討論といった言語

活動等を通じて評価するものであることに留意する必要がある。

●「技能」

各教科において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するもの。基本的に

は、従来の「技能・表現」で評価している内容は引き続き「技能」で評価する。

今回、各教科の内容に即して思考・判断したことを、その内容を表現する活動と一体的に評価す
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る観点として「思考・判断・表現」が設定されたことから、当該観点における「表現」との混同を

避けるため、評価の観点の名称が「技能・表現」から「技能」に改められた。

●「知識・理解」

各教科において習得すべき知識や重要な概念等を児童生徒が理解しているかどうかを評価するも

の。従来の「知識・理解」の趣旨を踏まえた評価を引き続き行う。

また、評価の在り方については、「高等学校学習指導要領解説 総則編」で、次のように述べら

れている。

〈第３章 ５ （12） 指導の評価と改善（第１章第５款の５の（12））〉

基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るとともに，これらを活用して課題を解決する

ために必要な思考力・判断力・表現力等を育成し，学習意欲を高めるための指導を行うためには，

評価の在り方が大切である。いわゆる評価のための評価に終わることなく，生徒一人一人の学習

の成立を促すための評価という視点を一層重視することによって，教師が自らの指導を振り返り，

指導の改善に生かしていくことが特に大切である。

評価に当たっては，生徒の実態に応じた多様な学習を促すことを通して，主体的な学習の仕方

が身に付くように配慮するとともに，生徒の学習意欲を喚起するようにすることが大切である。

その際には，学習の成果だけでなく，学習の過程を一層重視する必要がある。特に，他者との比

較ではなく生徒一人一人の持つよい点や可能性などの多様な側面，進歩の様子などを把握し，学

年や学期にわたって生徒がどれだけ成長したかという視点を大切にすることが重要である。また，

生徒が自らの学習過程を振り返り，新たな自分の目標や課題をもって学習を進めていけるような

評価を行うことが大切である。

学習評価においては、生徒のよい点や進捗の状況などを積極的に評価するとともに、指導の過程

や成果を評価し、教師が自らの指導の改善を行い、生徒の学習意欲の向上に生かすようにすること

が大切である。そのためにも、「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」、「知識・理解」

の４観点の趣旨を踏まえ、適切に評価を進めていくことが求められる。

※本冊子においては、以降、平成11年３月に告示された学習指導要領を「現行の学習指導要領」、

平成21年３月に告示された学習指導要領を「新学習指導要領」として記す。

※本冊子に掲載した単元等に付してある評価規準は、新学習指導要領における教科・科目を想定して、

参考として掲載したものである。
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